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【手続補正書】
【提出日】令和3年2月4日(2021.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造式Ｉの化合物：

【化１】

またはその医薬的に許容できる塩を含む、アミロイド凝集体を特徴とする疾患を処置する
ための医薬組成物
［式中：
　環Ａは、６員アリール、または１～３個の窒素ヘテロ原子を含む６員ヘテロアリールで
あり；
　Ｒ１は、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレ
ン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、および－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨから
選択され；
　Ｒ２は、水素、－Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ０－Ｃ６ア
ルキレン）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ５）
（Ｒ６）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）
－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｎ（Ｒ５

）（Ｒ６）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ２

－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ
－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（
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Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレ
ン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４ア
ルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－アリール－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ２－
Ｃ６アルケニレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケ
ニレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－アリール－Ｎ（
Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ
６）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ０－Ｃ６アル
キレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（
Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－アリー
ル－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－アリール－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、
－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－アリール、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－ヘテロアリール
、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－ヘテロサイクリル、および－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）
－カルボサイクリルから選択され、その際、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－アリール、－
（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－ヘテロアリール、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－ヘテロサイ
クリル、または－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－カルボサイクリルのいずれかのＣ０－Ｃ６

アルキレン部分における最大３つのメチレン単位は、場合により、独立して－Ｓ－、－Ｏ
－、－ＮＨ－、または－Ｎ（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－で置き換えられていてもよく；Ｒ２

のいずれかのアリール、ヘテロアリール、ヘテロサイクリル、またはカルボサイクリル部
分は、場合により、独立してハロ、オキソ、－ＣＮ、－ＯＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ
－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ

０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－
Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）
、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）
－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－
（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６

アルキニレン）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（
Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アル
キニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｓ
（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６ア
ルキニレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、および－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－アリール－Ｓ（
Ｏ）２－ＯＨから選択される最大４つの置換基で置換されていてもよく；
　Ｒ３は、環Ａ中の炭素－環原子に結合した置換基であり、水素、ハロゲン、－ＣＮ、－
ＯＨ、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｎ
（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（
Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ
－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（
Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレ
ン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４ア
ルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキ
ニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－
ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ

０－Ｃ６アルキレン）－アリール－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－
アリール－Ｃ（Ｏ）－アリール－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－ア
リール－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－アリール－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６

）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ

２－Ｃ６アルケニレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－
アリール－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－
Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、および－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ
から選択され；
　Ｒ４は、水素、－ＯＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、およびフェニル（
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場合によりハロゲンまたはヒドロキシで置換されていてもよい）から選択され；Ｒ３およ
びＲ４が、隣接する環原子に結合している場合、Ｒ３とＲ４は場合により一緒になって環
Ａに縮合した炭素環、アリール、複素環またはヘテロアリールを形成していてもよく、そ
の際、炭素環、アリール、複素環またはヘテロアリールは、場合により、独立して、ハロ
、オキソ、－ＣＮ、－ＯＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（
Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）
－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ０－Ｃ６

アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）
－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）
、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ
（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ
６）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）、－（Ｃ２－Ｃ６

アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ

１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６

アルケニレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ
、および－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－アリールから選択される１以上の置換基で置換さ
れていてもよく、その際、置換基のアリール部分は、場合により、独立して－Ｓ（Ｏ）２

－ＯＨおよび－Ｎ（Ｒ５）（Ｒ６）から選択される１または２つの置換基で置換されてい
てもよく；
　各Ｒ５は、独立して、水素、－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、および－Ｃ１－Ｃ

４アルキルから選択され；
　各Ｒ６は、独立して、水素、－Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－カ
ルボサイクル、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－アリール、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－
ヘテロサイクル、および－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－ヘテロアリールから選択され、そ
の際、Ｒ６のカルボサイクリル、アリール、ヘテロアリール、または－ヘテロサイクリル
部分は、独立してハロゲン、－ＣＮ、－ＯＨ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＮＨ２、およびＣ１－
Ｃ３アルキルから選択される最大４つの置換基でさらに置換されていてもよく；あるいは
Ｒ５とＲ６は一緒に、場合によりハロゲン、オキソ、－ＮＨ２、－ＮＨ（Ｃ１－Ｃ４アル
キル）、－Ｎ（Ｃ１－Ｃ４アルキル）２、－ＣＮ、－ＯＨ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＮＨ２、
およびＣ１－Ｃ３アルキルから選択される１以上の基で置換されていてもよい複素環また
はヘテロ芳香環を形成している；
　ただし、化合物は２より多い－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ部分構造を含まない］。
【請求項２】
　Ｒ１は環炭素に結合し、－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨおよび－ＣＨ２－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨから選
択される、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　Ｒ２は環炭素に結合し、－ＮＨ２、－ＣＨ２ＮＨ２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、および－ＣＯ
ＯＨから選択される、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　化合物が構造式Ｉ－１を有するか、あるいはその医薬的に許容できる塩である
【化２】

［式中：
　Ｒ１１は、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－ＳＯ３

－であり；
　Ｒ１２は、水素、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－アリール、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン
）－ヘテロアリール、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－カルボサイクリル、および－（Ｃ０
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－Ｃ４アルキレン）－ヘテロサイクリルから選択され；
　Ｒ１３は、水素、Ｃ１－Ｃ６アルキル、（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－ＮＨ２、および（
Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ２から選択され；
　Ｒ１４は、Ｃ１－Ｃ４アルキルである］
請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　Ｒ３およびＲ４は環Ａと一緒になって二環式の第四級窒素を含む環系を形成している、
請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　第四級窒素がＣ１－Ｃ４アルキルで置換されている、請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　化合物が式：
【化３】

またはその医薬的に許容できる塩
［式中：
　環Ｃは、Ｒ３とＲ４が一緒になることにより形成された環であり、その際、環Ｃは場合
により第四級窒素のほかに１～２個の環窒素原子を含んでいてもよく；
　環Ｄは、Ｒ３とＲ４が一緒になることにより形成された環であり、その際、環Ｄは場合
により第四級窒素のほかにＳ、ＯおよびＮから選択される１～２個の環ヘテロ原子を含ん
でいてもよく；
　Ｒ１１は、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－ＳＯ３

－であり；
　Ｒ１２は、水素、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－アリール、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン
）－ヘテロアリール、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－カルボサイクリル、および－（Ｃ０

－Ｃ４アルキレン）－ヘテロサイクリルから選択され；
　Ｒ１５は、Ｃ１－Ｃ４アルキルである］
から選択される、請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　環Ａは、ピリジンおよびピリミジンから選択され；
　Ｒ１は、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ４アルケニレ
ン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、および－（Ｃ２－Ｃ４アルキニレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨから
選択され；
　Ｒ２は、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－ＮＨ２、－（Ｃ２－Ｃ４アルケニレン）－ＮＨ

２、および－（Ｃ２－Ｃ４アルキニレン）－ＮＨ２から選択され；
　Ｒ３は、水素およびＣ１－Ｃ６アルキルから選択され；
　Ｒ４は、水素である；
請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　Ｒ１は－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨであり；Ｒ２は－ＮＨ２である、請求項１に記載の医薬組成
物。
【請求項１０】



(6) JP 2020-508356 A5 2021.3.18

　環ＡはＣ１－Ｃ４アルキルで置換された第四級窒素－環原子を含み；Ｒ１は－ＳＯ３
－

である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　Ｒ１は－ＳＯ３

－であり、Ｒ２はヘテロアリールおよびヘテロサイクリルから選択され
；Ｒ２は第四級窒素－環原子を含む、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　構造式ＩＩの化合物：
【化４】

またはその医薬的に許容できる塩を含む、アミロイド凝集体を特徴とする疾患を処置する
ための医薬組成物
［式中：
　環Ｂは、１～３個のヘテロ原子を含む５員ヘテロ芳香環であり、その際：
　　第１ヘテロ原子はＮ、またはＳもしくはＳ（Ｏ）２であり；
　　第２ヘテロ原子が存在すれば、それはＮまたはＯであり、その際、第１ヘテロ原子が
ＳまたはＳ（Ｏ）２である場合には第２ヘテロ原子はＮであり；
　　第３ヘテロ原子が存在すれば、それはＮである；
　Ｒ７は、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレ
ン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、および－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨから
選択され；
　Ｒ８は、水素、－Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ０－Ｃ６ア
ルキレン）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ
１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ０－Ｃ６アル
キレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－
Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ
１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン
）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｎ（Ｒ１

１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、
－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（
Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－アリール－Ｎ（Ｒ
１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）
（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ

６アルキニレン）－アリール－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）
－アリール－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－アリ
ール－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ

６アルケニレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｓ（Ｏ）２－Ｏ
Ｈ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－アリール－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アル
キニレン）－アリール－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－アリール、－
（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－ヘテロアリール、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－ヘテロサイ
クリル、および－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－カルボサイクリルから選択され、その際、
－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－アリール、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－ヘテロアリール
、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－ヘテロサイクリル、または－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）
－カルボサイクリルのいずれかのＣ０－Ｃ６アルキレン部分中の最大３つのメチレン単位
は、場合により、独立して－Ｓ－、－Ｏ－、－ＮＨ－または－Ｎ（Ｃ１－Ｃ４アルキル）
－で置き換えられていてもよく；Ｒ２のいずれかのアリール、ヘテロアリール、ヘテロサ
イクリル、またはカルボサイクリル部分は、場合により、独立してハロ、オキソ、－ＣＮ
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、－ＯＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキ
レン）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１

）（Ｒ１２）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレ
ン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｎ（Ｒ
１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）
、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ
（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｎ（Ｒ１１）（
Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ

２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－
Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ

２－Ｃ６アルケニレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｓ（Ｏ）

２－ＯＨ、および－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－アリール－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨから選択さ
れる最大４つの置換基で置換されていてもよく；
　Ｒ９は、環Ｂ中の炭素－環原子に結合した置換基であり、水素、ハロゲン、－ＣＮ、－
ＯＨ、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｎ
（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２

）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（
Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ
１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２

－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ
－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、
－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６ア
ルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１

－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－アリール－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、
－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－アリール－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）
、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレ
ン）－アリール－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－アリール－
Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－アリール－Ｃ（Ｏ
）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－アリール－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ

２－Ｃ６アルキニレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、および－（Ｃ

２－Ｃ６アルキニレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－ＯＨから選択され；
　Ｒ１０は、水素、－ＯＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、およびフェ
ニル（場合によりハロゲンまたはヒドロキシで置換されていてもよい）から選択され；Ｒ
９およびＲ１０が、隣接する環原子に結合している場合、Ｒ９とＲ１０は場合により一緒
になって環Ａに縮合した炭素環、アリール、複素環またはヘテロアリールを形成していて
もよく、その際、炭素環、アリール、複素環またはヘテロアリールは、場合により、独立
してハロ、オキソ、－ＣＮ、－ＯＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル
）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン
）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ
、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ

６アルケニレン）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）
－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２

－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキ
ニレン）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ
１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６ア
ルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－
Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６

アルキニレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、および－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－アリールから
選択される１以上の置換基で置換されていてもよく、その際、置換基のアリール部分は、
場合により、独立して－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨおよび－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）から選択され
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る１または２つの置換基で置換されていてもよく；
　各Ｒ１１は、独立して水素、－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）および－Ｃ１－Ｃ４

アルキルから選択され；
　各Ｒ１２は、独立して水素、－Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－カ
ルボサイクル、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－アリール、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－
ヘテロサイクル、および－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－ヘテロアリールから選択され、そ
の際、Ｒ１２のカルボサイクリル、アリール、ヘテロアリール、または－ヘテロサイクリ
ル部分は、独立してハロゲン、－ＣＮ、－ＯＨ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＮＨ２、およびＣ１

－Ｃ３アルキルから選択される最大４つの置換基でさらに置換されていてもよく；あるい
はＲ１１とＲ１２は一緒に、ハロゲン、オキソ、－ＮＨ２、－ＮＨ（Ｃ１－Ｃ４アルキル
）、－Ｎ（Ｃ１－Ｃ４アルキル）２、－ＣＮ、－ＯＨ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＮＨ２、およ
びＣ１－Ｃ３アルキルから選択される１以上の基で置換されていてもよい複素環またはヘ
テロ芳香環を形成している；
　ただし、化合物は２より多い－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ部分構造を含まない］。
【請求項１３】
　Ｒ７は－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨおよび－ＣＨ２－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨから選択される、請求項
１２に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　Ｒ８は、環炭素に結合し、－ＮＨ２、－ＣＨ２ＮＨ２、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、および－Ｃ
ＯＯＨから選択される、請求項１２に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　Ｒ８は、－ＣＨ２ＮＨ２、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、および－ＣＨ２ＣＯＯＨから選択
される、請求項１４に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　Ｒ９およびＲ１０は環Ｂと一緒になって二環式の第四級窒素を含む環系を形成している
、請求項１２に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　第四級窒素が、置換可能であれば、Ｃ１－Ｃ４アルキルで置換されている、請求項１６
に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　化合物が構造式：
【化５】

を有するか、あるいはその医薬的に許容できる塩である
［式中：
　環Ｃは、Ｒ９とＲ１０が一緒になることにより形成された環であり、その際、環Ｃは場
合により、第四級窒素のほかに１～２個の環窒素原子を含んでいてもよく；
　Ｒ１１は、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－ＳＯ３

－であり；
　Ｒ１２は、水素、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－アリール、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン
）－ヘテロアリール、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－カルボサイクリル、および－（Ｃ０

－Ｃ４アルキレン）－ヘテロサイクリルから選択され；
　Ｒ１５は、Ｃ１－Ｃ４アルキルである］
請求項１６に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
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　Ｒ７は－ＳＯ２－ＯＨであり；Ｒ８は－ＮＨ２である、請求項１２に記載の医薬組成物
。
【請求項２０】
　Ｒ７は－ＳＯ２－ＯＨであり；環Ｂは水素に結合した環窒素を含む、請求項１２に記載
の医薬組成物。
【請求項２１】
　Ｒ７は－ＳＯ３

－であり、Ｒ９およびＲ１０は環Ｂと一緒になって二環式の第四級窒素
を含む環系を形成している、請求項１２に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　Ｒ９とＲ１０により形成された環が最大２つのＣ１－Ｃ４アルキル基で置換されている
、請求項２１に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　化合物が、医薬的に許容できるキャリヤーをさらに含む医薬的に許容できる組成物中に
配合されている、請求項１～２２のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項２４】
　疾患が、アルツハイマー病（その家族性形態を含む）、ダウン症候群認知症、パーキン
ソン病、急性黄斑変性症（ＡＭＤ）、緑内障、封入体筋炎（ＩＢＭ）、外傷性脳損傷、レ
ビー小体認知症、ハンチントン病、ニーマン－ピック病Ｃ型、脳アミロイドアンギオパチ
ー（ＣＡＡ）、クロイツフェルト－ヤコブ病、ＡＡアミロイドーシス、ＡＬアミロイドー
シス、ＡＴＴＲアミロイドーシス、家族性アミロイドポリニューロパチー（ＦＡＰ）、家
族性アミロイド心筋障害（ＦＡＣ）、老人性全身性アミロイドーシス、およびプリオン病
から選択される、請求項１～２２のいずれか１項に記載の医薬組成物。
【請求項２５】
　疾患がアルツハイマー病である、請求項２４に記載の医薬組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
またはその医薬的に許容できる塩を投与する工程を含む、アミロイド凝集体を特徴とする
疾患を処置する方法を本明細書に提示する
［式中：
　環Ｂは、１～３個のヘテロ原子を含む５員ヘテロ芳香環であり、その際：
　　第１ヘテロ原子はＮ、またはＳもしくはＳ（Ｏ）２であり；
　　第２ヘテロ原子が存在すれば、それはＮまたはＯであり、その際、第１ヘテロ原子が
ＳまたはＳ（Ｏ）２である場合には第２ヘテロ原子はＮであり；
　　第３ヘテロ原子が存在すれば、それはＮである；
　Ｒ７は、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレ
ン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、および－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨから
選択され；
　Ｒ８は、水素、－Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ０－Ｃ６ア
ルキレン）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ
１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ０－Ｃ６アル
キレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－
Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ
１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン
）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｎ（Ｒ１

１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、
－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（
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Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－アリール－Ｎ（Ｒ
１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）
（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ

６アルキニレン）－アリール－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）
－アリール－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－アリ
ール－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ

６アルケニレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｓ（Ｏ）２－Ｏ
Ｈ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－アリール－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アル
キニレン）－アリール－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－アリール、－
（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－ヘテロアリール、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－ヘテロサイ
クリル、および－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－カルボサイクリルから選択され、その際、
－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－アリール、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－ヘテロアリール
、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－ヘテロサイクリル、または－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）
－カルボサイクリルのいずれかのＣ０－Ｃ６アルキレン部分中の最大３つのメチレン単位
は、場合により、独立して－Ｓ－、－Ｏ－、－ＮＨ－または－Ｎ（Ｃ１－Ｃ４アルキル）
－で置き換えられていてもよく；Ｒ２のいずれかのアリール、ヘテロアリール、ヘテロサ
イクリル、またはカルボサイクリル部分は、場合により、独立してハロ、オキソ、－ＣＮ
、－ＯＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキ
レン）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１

）（Ｒ１２）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレ
ン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｎ（Ｒ
１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）
、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ
（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｎ（Ｒ１１）（
Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ

２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－
Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ

２－Ｃ６アルケニレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｓ（Ｏ）

２－ＯＨ、および－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－アリール－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨから選択さ
れる最大４つの置換基で置換されていてもよく；
　Ｒ９は、環Ｂ中の炭素－環原子に結合した置換基であり、水素、ハロゲン、－ＣＮ、－
ＯＨ、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｎ
（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２

）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（
Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ
１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２

－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ
－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、
－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６ア
ルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１

－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－アリール－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、
－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－アリール－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）
、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレ
ン）－アリール－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－アリール－
Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－アリール－Ｃ（Ｏ
）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－アリール－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ

２－Ｃ６アルキニレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、および－（Ｃ

２－Ｃ６アルキニレン）－アリール－Ｃ（Ｏ）－ＯＨから選択され；
　Ｒ１０は、水素、－ＯＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、およびフェ
ニル（場合によりハロゲンまたはヒドロキシで置換されていてもよい）から選択され；Ｒ
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９およびＲ１０が、隣接する環原子に結合している場合、Ｒ９とＲ１０は場合により一緒
になって環Ａに縮合した炭素環、アリール、複素環またはヘテロアリールを形成していて
もよく、その際、炭素環、アリール、複素環またはヘテロアリールは、独立してハロ、オ
キソ、－ＣＮ、－ＯＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ０

－Ｃ６アルキレン）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）
－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ０－
Ｃ６アルキレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレ
ン）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１

）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケ
ニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｎ
（Ｒ１１）（Ｒ１２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１

２）、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）－Ｃ（Ｏ）－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン）
－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）、－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－Ｓ（Ｏ）２－
ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルケニレン）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、－（Ｃ２－Ｃ６アルキニレン
）－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ、および－（Ｃ０－Ｃ６アルキレン）－アリールから選択される１
以上の置換基で置換されていてもよく、その際、置換基のアリール部分は、場合により、
独立して－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨおよび－Ｎ（Ｒ１１）（Ｒ１２）から選択される１または２
つの置換基で置換されていてもよく；
　各Ｒ１１は、独立して水素、－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）および－Ｃ１－Ｃ４

アルキルから選択され；
　各Ｒ１２は、独立して水素、－Ｃ１－Ｃ４アルキル、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－カ
ルボサイクル、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－アリール、－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－
ヘテロサイクル、および－（Ｃ０－Ｃ４アルキレン）－ヘテロアリールから選択され、そ
の際、Ｒ１２のカルボサイクリル、アリール、ヘテロアリール、または－ヘテロサイクリ
ル部分は、独立してハロゲン、－ＣＮ、－ＯＨ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＮＨ２、およびＣ１

－Ｃ３アルキルから選択される最大４つの置換基でさらに置換されていてもよく；あるい
はＲ１１とＲ１２は一緒に、ハロゲン、オキソ、－ＮＨ２、－ＮＨ（Ｃ１－Ｃ４アルキル
）、－Ｎ（Ｃ１－Ｃ４アルキル）２、－ＣＮ、－ＯＨ、－ＣＯＯＨ、－ＣＯＮＨ２、およ
びＣ１－Ｃ３アルキルから選択される１以上の基で置換されていてもよい複素環またはヘ
テロ芳香環を形成している；
　ただし、化合物は２より多い－Ｓ（Ｏ）２－ＯＨ部分構造を含まない］。
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